
シ
ネ
マ
の
天
使
が
舞
い
降
り
る
！ 

 

 

康 

浩
郎 

 
わ
た
し
が
、
シ
ネ
マ
へ
の
志
を
自
覚
し
た
の
は
北
野
二
年
生
の

頃
だ
と
記
憶
す
る
が
、
同
じ
ク
ラ
ス
で
体
操
部
部
員
だ
っ
た
伊
藤

君
に
代
返
を
頼
ん
で
、
当
時
、
四
ツ
橋
に
あ
っ
た
文
楽
座
の
「
ア

メ
リ
カ
・
無
声
喜
劇
映
画
の
連
続
上
映
！
」
を
観
に
通
っ
た
頃
だ

っ
た
。 

 

午
前
、
十
三
大
橋
を
通
学
用
の
自
転
車
で
渡
り
、
午
後
三
時
頃
、

文
化
部
の
社
研
の
部
室
に
戻
っ
て
く
る…

…

そ
ん
な
往
復
の

日
々
を
繰
り
返
し
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
以
前
の
ス
ラ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ス
（
ド
タ
バ
タ
喜
劇
）
が
心
底
、
脳
天
を
打
ち
、
わ
た
し
の
シ
ネ

マ
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
形
づ
く
っ
た
。
何
故
、
チ
ャ
プ
リ
ン
を
引
き
合
い
に

出
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
少
し
前
に
北
野
の
先
輩
で
名
の
知
れ

た
（
？
）
映
画
評
論
家
が
来
校
し
、
有
名
な
『
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム

ス
』
を
激
賞
し
て
帰
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
褒
め
方

が
全
く
シ
ネ
マ
と
し
て
の
評
価
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。 

 

そ
れ
へ
の
反
発
か
ら
こ
の
体
験
、
つ
ま
り
よ
り
映
画
の
原
点
で

あ
る
セ
リ
フ
無
し
、
身
体
表
現
に
徹
し
、
“
血
沸
き
肉
躍
る
”
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
魅
せ
ら
れ
て
、
一
歩
大
き
く
シ
ネ
マ
に
深
入
り

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。 

 

後
年
、
少
し
は
映
画
を
学
び
判
っ
た
こ
と
は
、
無
声
映
画
の
ス

ラ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
コ
メ
デ
ィ
こ
そ
が
シ
ネ
マ
の
神
髄
で
あ
る

こ
と
、
そ
れ
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
限
ら
ず
、
世
界
の
映
画
史
か
ら
も

そ
う
言
え
て
、
共
通
認
識
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
自
身
を
シ

ネ
ア
ス
ト
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
（
注 

シ
ネ
ア
ス
ト
：
シ
ネ

マ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
意 

1920

年
頃
、
ル
イ
・
デ
リ
ュ
ッ
ク
の

造
語 

後
に
、
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
バ
ー
グ
の
新
人
監
督
が
好
ん
で
用
い

た
名
称
） 

  

北
野
の
進
路
相
談
に
あ
た
っ
て
「
日
大
・
芸
術
学
部
映
画
学
科
」

を
志
望
と
伝
え
た
時
の
先
生
の
返
事
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
な
に
、

日
大
？
北
野
か
ら
は
初
め
て
だ
！
」
。
先
生
の
頭
に
は
そ
も
そ
も

“
芸
術
”
が
抜
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

 

そ
し
て
一
九
五
六
年
、
忍
び
寄
る
戦
後
の
政
治
的
激
動
・
六
〇

年
安
保
の
予
感
と
不
安
の
な
か
で
、
先
ず
、
シ
ネ
ア
ス
ト
と
し
て

の<

自
分
創
り>

を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幸
か
不
幸
か
日
本
映

画
の
撮
影
所
シ
ス
テ
ム
は
潰
滅
寸
前
、
新
た
に
始
ま
っ
た
テ
レ
ビ

界
は
創
業
ス
タ
ッ
フ
が
採
用
済
み
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
”
後
”
に
な
っ
て
も
康
の
シ
ネ
マ
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
揺

る
ぎ
は
生
じ
な
か
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
両
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ

と
が
義
務
だ
っ
た
一
方
の
社
会
科
学
研
究
会
で
、
最
初
に
読
ん
だ

川
上
肇
の
『
貧
乏
物
語
』
が
新
鮮
で
、
良
か
っ
た
の
は
論
理
的
に

物
事
を
詰
め
て
ゆ
く
人
文
的
な
思
考
と
感
性
を
刺
激
し
て
く
れ

た
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
中
国
語
の
発
話
で
漢
詩
を
聞
い
て
感
動

し
た
「
漢
文
」、
最
新
の
現
代
絵
画
作
品
を
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
猟
歩
す
る
「
美
術
」
等
々
の
授
業
、
旧
制
中
学
の

リ
ベ
ラ
ル
な
校
風
は
自
身
卒
業
生
で
あ
っ
た
北
野
の
先
生
方
の

名
授
業
と
相
ま
っ
て
康
の
自
律
心
を
育
ん
で
く
れ
た
と
思
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
北
野
で
得
た
素
養
は
、
そ
の
後
、
日
大
芸
術
学

部
・
映
画
科
の
教
養
過
程
の
二
年
を
く
ぐ
り
抜
け
る
間
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
年
齢
も
違
う
（
社
会
人
経
験
者
も
い
た
）
新
入
生
と

の
友
人
作
り
に
役
立
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
と
き
既
に
密
か
に

胎
動
を
始
め
て
い
て
、
や
が
て
は
日
本
映
画
の
新
し
い
波
（
ヌ
ー

ベ
ル
・
バ
ー
グ
）
を
創
る
助
監
督
や
若
き
監
督
た
ち
と
交
流
し
て

ゆ
く
人
間
関
係
づ
く
り
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
。
十
三
大
橋
を
ペ
ダ



ル
を
漕
い
で
走
っ
た
と
き
の
北
野
・
六
稜
生
に
は
想
像
も
で
き
な

か
っ
た
シ
ー
ン
だ
っ
た
。 

  
大
学
の
専
門
過
程
に
進
み
、
「
学
生
映
画
」
か
ら
出
発
し
な
が

ら
も
、
そ
の
範
疇
を
こ
え
て
「
映
画
と
は
何
か
？
」
を
問
い
、
社

会
に
出
て
か
ら
も
シ
ネ
マ
の
原
点
に
こ
だ
わ
り
、
意
図
的
に
会
社

に
は
就
職
せ
ず
、
シ
ネ
ア
ス
ト
・
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
一
人

立
ち
し
て
行
く
道
筋
を
選
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。 

 

た
だ
し
、
そ
の
道
筋
を
進
む
に
あ
た
っ
て
康
が
、「
事
実
を
確

認
す
る
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ブ
）
な
発
話
」
で
は
な
く
て
、「
行

為
を
遂
行
す
る
（
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
）
な
発
話
」
を
か
な
り
先

行
し
て
使
っ
て
い
た
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。
最
近
に
な

っ
て
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー
ト
」
（
同
時
代
的
芸
術
）
界

で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
表
現
方
法
な
の
だ
が
、
こ

の
「
発
話
態
」
こ
そ
が
発
話
す
る
者
と
他
者
と
の
出
会
い
を
予
め

決
め
る
も
の
な
の
だ
。 

 

こ
う
も
言
え
る
。「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ブ
な
発
話
」
と
は
何
か

し
ら
事
実
に
つ
い
て
の
発
話
の
こ
と
で
あ
り
、
真
か
偽
か
判
断
す

る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ

ブ
な
発
話
」
と
は
、
そ
の
発
話
自
体
が
状
況
を
変
化
さ
せ
る
言
葉

で
あ
り
、
真
偽
に
よ
る
特
定
で
は
な
い
か
ら…

。 

  

初
期
の
シ
ネ
マ
は
、
少
数
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
集
団
制
作
が
可
能

だ
っ
た
。
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
、
大
量
生
産
し
、
「
興
行
」

を
打
つ
以
前
ま
で
は
。
そ
れ
が
産
業
化
し
て
、
撮
影
所
と
い
う
シ

ス
テ
ム
が
生
ま
れ
、
ま
る
で
自
動
機
械
が
つ
く
る
か
の
よ
う
に
映

画
界
の
人
間
ま
で
錯
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
シ
ネ
マ
は
失
わ
れ
、

映
画
が
ダ
メ
に
な
っ
た
。
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
！ 

 

世
の
中
一
般
的
に
は
、
保
守
的
に
な
る
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ブ

に
な
る
の
が
常
で
、
社
会
全
体
に
同
調
圧
力
が
働
く
よ
う
に
な
る
。

映
画
も(

テ
レ
ビ
も
）
そ
の
罠
に
は
ま
っ
た
の
だ
。 

 

最
近
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
Ａ
Ｉ
が
進
み
、
創
り
手
が
元
に
戻
っ
て
、

“
数
少
な
く
個
人
化
し
た
シ
ネ
マ
”
が
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
復
活
し

つ
つ
あ
る
の
は
、
こ
の
逆
を
行
っ
て
い
て
大
歓
迎
で
あ
る
！ 

 

さ
て
、
康 

浩
郎
の
シ
ネ
ア
ス
ト
と
し
て
の
シ
ネ
マ
の
活
動
は
、

以
上
の
よ
う
な
自
ら
に
課
し
た
条
件
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、

基
本
の
と
こ
ろ
で
は
シ
ネ
マ
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
（
活
動
家
ま
た

は
運
動
家
）
の
ス
タ
イ
ル
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
東
京
か
ら

映
画
不
毛
？
と
思
わ
れ
た
こ
の
大
阪
の
地
に
飛
ん
で
、
映
画
な
ら

ぬ
シ
ネ
マ
の
拠
点
を
創
り
、
見
る
ひ
と 

vs 

創
る
ひ
と
の
境
界
を

取
っ
払
い
、
シ
ネ
マ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
こ
と
に
挑
戦
、

邁
進
し
て
き
た
人
生
で
あ
っ
た
。 

 

以
下
、
順
を
追
っ
て
挙
げ
て
ゆ
く
と…

 

 <

最
初
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト> 

一
九
五
七
〜
一
九
六
〇
年 

日
大
映
画
科
の
日
大
映
研 

 

大
学
公
認
の
映
研
。
独
自
予
算
で
自
主
企
画
作
品
を
制
作
。
第

一
作
「
釘
と
靴
下
の
対
話
」（
集
団
制
作
で
康
は
演
出
チ
ー
フ
）

を
発
表
後
、
二
年
半
で
四
本
の
作
品
を
継
続
的
に
制
作
し
た
。 

 

第
一
作
の
完
成
後
、
英
国
映
画
協
会
誌
『Sight&sound

』
に

戦
後
の
日
本
映
画
初
の
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
作
品
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
‼ 

 

 

第
一
作
の
制
作
以
前
か
ら
、
松
竹
映
画
の
若
き
監
督
た
ち
、
記

録
映
画
作
家
た
ち
、
戦
後
・
現
代
芸
術
の
評
論
家
た
ち
が
日
大
・

映
画
学
科
を
訪
れ
、
シ
ネ
マ
・
解
放
区
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

そ
ん
な
な
か
、
英
国
映
画
協
会
誌
に
記
事
が
紹
介
さ
た
の
は
、
プ



ラ
イ
ベ
ー
ト
・
８
ミ
リ
実
験
フ
ィ
ル
ム
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
く
れ

た
ア
メ
リ
カ
人
で
後
に
日
本
映
画
研
究
で
名
を
馳
せ
る
ド
ナ
ル

ド
・
リ
チ
ー
氏
だ
っ
た
。
日
大
映
研
は
、
そ
の
後
、
新
映
研
、
学

外
の
Ｖ
Ａ
Ｎ
映
画
研
究
所
に
発
展
し
、
戦
後
・
日
本
映
画
の
第
三

の
潮
流
と
な
っ
て
行
く…

。 

 <

二
度
目
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

一
九
六
八
〜
二
〇
〇
〇
年 

【
大
阪
自
主
映
画
セ
ン
タ
ー
】 

 

フ
ラ
ン
ス
・
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
の
「‘
６
８
学
生
の
反
乱
」
が

火
付
け
役
と
な
っ
て
世
界
的
な
政
治
の
季
節
が
到
来
！
そ
れ
に

七
〇
年
安
保
・
前
夜
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
成
田
闘
争
も
重
な
っ
て
、

大
阪
で
も
反
安
保
・
反
戦
の
気
運
が
学
生
・
労
働
組
合
を
中
心
に

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
が…

。 

 

た
ま
た
ま
、
成
田
闘
争
を
撮
っ
た
小
川
伸
介
プ
ロ
作
品
の
大
阪

上
映
の
場
で
知
り
合
っ
た
若
手
活
動
家
と
康
が
「
大
阪
で
も
作
り

た
い
・
創
ろ
う
！
」
と
意
気
投
合
し
て
、
最
大
百
人
近
い
プ
ロ
・

ア
マ
混
成
集
団
が
誕
生
！
完
成
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
プ
ロ
セ
ス
に

意
義
あ
り…

と
し
つ
つ
、
二
本
の
長
編
作
品
が
完
成
を
み
た
。 

 

「
１
９
６
８
大
阪
の
夏 

反
戦
の
貌
」
四
十
分 

「
む
ち
う
た
れ
る
者 

輪
禍
」
一
時
間
六
分 

  

時
と
し
て
ゲ
リ
ラ
撮
影
も
試
み
、
映
画
史
に
名
高
い <

ジ
ガ
・

ヴ
ェ
ル
ト
フ
集
団>

を
名
乗
っ
て
い
た
。
同
じ
時
期
、
五
月
の
パ

リ
で
ジ
ャ
ン
・
リ
ュ
ッ
ク
・
ゴ
ダ
ー
ル
も<

ジ
ガ
・
ヴ
ェ
ル
ト
フ

集
団>

を
名
乗
っ
て
い
た
。 

（
注
： 

1920

〜1930

年
代
の
ソ
ビ
エ
ト
の
映
画
作
家
ジ
ガ
・
ヴ

ェ
ル
ト
フ
に
因
み
、
ブ
レ
ヒ
ト
演
劇
の
形
式
、
マ
ル
ク
ス
主
義
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
、
個
人
的
著
作
性
の
欠
如
を
主
と
し
て
定
義
さ
れ
る

作
品
を
世
に
送
っ
た
）。 

 <

三
度
目
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
〇
〇
四
〜
二
〇
一
〇
年 

【
Ｃ
Ｏ
２
（
シ
ネ
ア
ス
ト
・
オ
ー
ガ

ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
大
阪
）】 

 

大
阪
市
か
ら
「
若
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
映
画
祭
を
立
ち
上
げ
て
欲

し
い
」
と
の
要
請
を
う
け
て
、
条
件
を
一
つ
提
示
し
、
そ
れ
が
Ｏ

Ｋ
な
ら
や
り
ま
し
ょ
う…

で
始
め
た
映
画
祭
な
ら
ぬ
映
画
展
！ 

 

制
作
費
五
〇
万
円
を
五
本
（
最
初
は
三
〇
万
円
）
助
成
し
て
、

世
界
で
通
用
す
る
シ
ネ
ア
ス
ト
（
映
画
監
督
で
は
ダ
メ
）
を
育

成
・
押
し
出
す
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
を
創
出
し
た
。 

 

 

画
期
的
で
全
国
か
ら
応
募
が
集
ま
り
、
当
初
の
約
束
通
り
、
三

年
目
入
賞
作
品
の
シ
ネ
ア
ス
ト
が
、
二
年
後
に
香
港
映
画
祭
で
新

人
監
督
賞
を
受
賞
。
五
年
目
の
最
優
秀
作
品
が
そ
の
年
の
日
本
映

画
監
督
協
会
・
新
人
賞
を
克
ち
獲
っ
た
。 

 

先
行
し
て
い
た
東
京
の
ヤ
ン
グ
・
映
画
祭
を
出
し
抜
き
、「
映

画
で
は
な
く
シ
ネ
マ
」
プ
ラ
ス
「
助
成
」
と
「
撮
影
機
材
サ
ポ
ー

ト
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
日
本
中
の
若
き
シ
ネ
ア
ス
ト
の
共
感

を
呼
ん
だ
。 

 

六
年
目
の
夏
、
中
国
の
若
者
向
け
に
『CO2 

in 

上
海
』
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
相
談
が
上
海
文
芸
出
版
社
か
ら
あ
り
、

実
際
、
康
は
上
海
ま
で
飛
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
丁
度
、
中
国
初
め

て
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
・
莫 

言
氏
の
作
品
を
出
版
し
た

大
手
出
版
社
で
、
今
に
し
て
思
え
ば
、
習
近
平
時
代
以
前
の
ミ
ニ

解
放
期
だ
っ
た
頃
で
、
シ
ネ
マ
に
よ
る
下
か
ら
の
文
化
革
命
（
？
）

を
夢
想
し
て
し
ま
う
。
残
念
な
が
ら
大
阪
市
サ
イ
ド
の
問
題
で
実

現
し
な
か
っ
た
。 

 



 

以
上
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
と
並
行
し
て
、
康
浩

郎
の
作
品
と
し
て
暫
定
的
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
で
き
る
の
は
百
本

余
り
。
一
九
五
七
年
の
映
研
作
品
以
降
、
二
〇
一
八
年
直
近
作
品

ま
で…

ほ
ぼ
六
〇
年
余
、
世
界
と
ア
ジ
ア
に
及
ん
だ
「
パ
ク
ス
・

ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
の
も
と
、
大
量
消
費
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

戦
後
社
会
を
生
き
て
き
た
と
云
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

具
体
的
に
は
、“
六
八
年
”、
“
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
”
、
“
グ
ロ
ー
バ

ル
／
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
”
な
時
代
の
波
に
抗
し
て
、
シ
ネ
ア

ス
ト
・
康
浩
郎
は
他
な
ら
ぬ
「
映
画
」
と
闘
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

改
め
て
気
づ
い
た
映
画
史
的
な
落
と
し
穴
と
は
、
先
に
触
れ
た 

“
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ブ
”
（
事
実
確
認
）
な
発
話
が
優
位
に
な
る

時
代
背
景
の
中
で
、
無
声
映
画
と
そ
の
体
験
の
記
憶
ま
で
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

フ
ラ
ン
ス
・
シ
ネ
ア
ス
ト
の
ゴ
ダ
ー
ル
曰
く
「
声
と
い
う
の
は

解
説
で
あ
り
、
一
つ
の
正
解
で
、
無
声
は
あ
ら
ゆ
る
動
き
や
展
開

が
観
客
の
理
解
に
委
ね
ら
れ
る
。」
シ
ネ
マ
と
の
闘
い
を
勝
ち
戦

さ
に
転
じ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
シ
ネ
マ
が
ト
ー
キ
ー
に
よ
っ
て
得

た
「
声
」
に
替
え
て
、
身
体
、
身
振
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
「
見

る
」
感
性
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
方
で
、
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
神
経
生
物
学
が
新
た
に
明
ら
か

に
し
た
ヒ
ト
の
目
の
“
驚
異
の
進
化
”
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

芸
術
作
品
だ
け
が
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
ア
ー
ト
の
神
髄
「
ア
ウ

ラ
」
は
複
製
芸
術
・
シ
ネ
マ
に
も
宿
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。 

 

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、 

そ
ん
な
シ
ネ
マ
の
生
命
力
か
ら
く
る
「
模

倣
と
感
染
」
の
力
こ
そ
、
今
回
、
唐
突
に
訪
れ
た
「
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
」
で
幕
開
け
る
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
と
な

る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

シ
ネ
ア
ス
ト
康
浩
郎
の
シ
ネ
マ
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

近
々
シ
ア
タ
ー
セ
ブ
ン
（
淀
川
区
十
三
）
で
上
映
を
予
定
し
て
い

る
「
康
浩
郎
の
シ
ネ
マ
黙
示
録
＃
１
〜 

大
大
阪
か
ら
大
阪
へ
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
を

参
照
願
い
た
い
。 

（http://www.cineast13.com/koh.html

） 

「
康 

浩
郎
の
シ
ネ
マ
黙
示
録
＃
１
」
の
上
映
チ
ラ
シ 

日経新聞 大阪発・映画人育成事業の総合プロデュ

ーサーとして紹介された。（二〇〇八年四月一六日） 

http://www.cineast13.com/koh.html


 

シ
ネ
マ
の
原
点
回
帰
・
拡
張
を
追
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
康
浩

郎
は
、
過
去
が
反
復
し
、
回
帰
す
る
こ
と
を
楽
観
視
し
て
お
り
、

あ
る
意
味
チ
ャ
ン
ス
だ
と
さ
え
思
っ
て
い
る
。 

 
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
も
現
代
の
「
批
判
的
文
化
論
」
に
あ
わ

せ
て
、
従
来
の
日
本 vs 

韓
国
・
朝
鮮
の
二
国
間
な
い
し
は
、
日

本
列
島/
朝
鮮
半
島
と
い
う
地
政
学
上
の
関
係
か
ら
、
自
称/

他
称

含
め
て
在
日
朝
鮮
・
韓
国
人
と
限
定
せ
ず
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
（
故

郷
喪
失
者
）
に
自
己
画
定
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。 

 

（
注
：
こ
の
用
語
は
、
も
と
も
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
離
散
、
亡
命
の

生
活
、
歴
史
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が 

ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
に
お
い
て
も
「
元
い
た
と
こ
ろ
離
れ
ざ
る
を
え

な
い
、
動
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
人
」
の
こ
と
を
指
す
用
語
と
し

て
適
用
さ
れ
て
い
る
） 

  

こ
こ
で
、
楽
観
視
す
る
康
の
構
え
の
根
拠
を
示
す
な
ら
ば
、
そ

れ
は
「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
残
り
も
の
」
を
自
ら
の
立
ち
位
置
に

す
る
思
想
家
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
発
話
「
ニ
ン
フ

ァ
（
天
使
）
そ
の
他
の
イ
メ
ー
ジ
論
」
の
な
か
で
『
映
画
は
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
は
か
っ
て
な
か
っ
た
も
の
の
思

い
出…

一
瞬
閃
い
て
、
今
こ
の
時
、
過
去
の
可
能
性
が
反
復

し
、「
救
済
の
と
き
が
あ
ら
わ
れ
る…

…

』
に
な
る
。 

 

そ
し
て
、
続
き
に
な
る
が
、
現
在
、
世
界
は
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の

渦
中
に
あ
っ
て
、
康
を
巡
る
歴
史
が
反
復
・
回
帰
し
な
が
ら
二
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
回
り
始
め
て
い
る
。 

 

《
一
つ
は
、
過
去
の
思
い
出
の
反
復
。
「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
フ
ィ

ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」（HARVARD 

FILM 
ARCHIVE

）
に
日
大
映

研
作
品
（
康 

浩
郎
・
演
出
チ
ー
フ
作
品
含
む
五
本
）
の
収
蔵
が

決
定
   
》 

当
初
、
今
年
六
月
の
予
定
だ
っ
た
が
、
目
下
延
期/

調
整
中
で
、

ボ
ス
ト
ン
で
の
記
念
上
映
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
大
阪
・

十
三
セ
ブ
ン
シ
ア
タ
ー
で
の
上
映
も
計
画
中
。 

 

《
二
つ
は
、Footage

映
像
（
撮
影
済
み
、
し
か
し
作
品
化
さ

れ
て
い
な
い
フ
ィ
ル
ム
）
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
・
ア
ー
ト
「
朝
露
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
   
》
今
か
ら 

六

〇
年
前
の
一
九
五
九
年
一
二
月
一
四
日
、
新
潟
を
出
港
し
た
北
朝

鮮
の
帰
還
船
を
撮
影
し
たfootage

映
像
を
、
康
浩
郎
は
六
〇
年

間
、
映
画
資
料
館
に
預
け
保
管
し
た
ま
ま
に
し
て
い
た
フ
ィ
ル
ム

を
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
琴
仙
姫
（
ク
ム
・
ソ

ニ
）
さ
ん
が
発
見
す
る
と
い
う
奇
跡
？
が
起
こ
っ
た
の
だ
。
彼
女

は
、
目
下
、
日
本
に
住
む
脱
北
し
た
元
「
帰
還
者
」
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
朝
露
」
（
川
村
文
化
芸
術
振
興
財
団
ソ
ー
シ
ャ
リ

ー
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ア
ー
ト
支
援
助
成
作
品
）
を
制
作
し
て
い

る
。 

 

歴
史
の
天
使
が
舞
い
降
り
た…

？ 

「
帰
還
者
」
は
元
も
と
は

朝
鮮
半
島
の
故
郷
を
離
れ
た
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
そ
れ
が
半
島
の
北

に
還
り
、
ま
た
追
わ
れ
て
故
郷
な
ら
ざ
る
日
本
列
島
に
戻
り
、
隠

れ
棲
む…

。
９
・
１
１
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
陰
り
か
ら
、
テ
ロ
、

難
民
等
の
問
題
が
世
界
に
溢
れ
だ
し
た
。
そ
の
現
実
が
突
如
、
眼

前
に
現
れ
た
。
琴
さ
ん
は
在
日
三
世
。
在
日
二
世
で
あ
る
康
と
繋

が
っ
て
、
ポ
ス
ト
・
国
民
国
家
の
「
外
」
へ
出
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
か
。 

 
 （

注
：
北
朝
鮮
脱
北
者
の
な
か
に
は
、
日
本
か
ら
の
帰
還
者
が
か

な
り
い
て
、
現
在
二
〇
〇
人
あ
ま
り
が
隠
れ
る
よ
う
に
日
本
に
棲

ん
で
い
る
。
） 

 



あ
と
が
き
〜
今
回
、
六
八
期
の
文
集
に
ま
で
顔
を
出
す
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
私
の
最
新
作
（
と
い
う
か
現
役
最
後
の
作
品
）「
沈

黙
の
声
〜
長
崎
・
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
と
旅
の
は
な
し
」
（
Ｂ
Ｓ
６

０
分
）
を
、
二
〇
一
九
年
六
月
の
六
稜
ト
ー
ク
リ
レ
ー
（
第
一
七

五
回
）
で
上
映
、
講
演
す
る
こ
と
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
際
、
邑
上
君
が
い
ろ
い
ろ
気
配
り
を
し
て
く
れ
、
ト
ー
ク
リ

レ
ー
も
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
に
上
手
く
ゆ
き
ま
し
た
。
「
パ
フ
ォ

ー
マ
テ
ィ
ブ
」
が
康
の
看
板
フ
レ
ー
ズ
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
時

の
成
功
体
験
か
ら
で
す
。
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
で
す
。 

 

自
己
作
品
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
を
回
顧
上
映
で
は
な
く
、
最
新
作

同
様
に
解
釈
を
し
て
露
出
す
る…

「
展
示
の
映
画
」
の
こ
の
今
回

の
方
法
は
現
代
ア
ー
ト
で
は
当
た
り
前
で
、
実
は
十
三
・
セ
ブ
ン

シ
ア
タ
ー
で
の
今
回
の
上
映
も
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
を
睨
ん
だ
康

な
り
の
試
み
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
六
八
期
の
皆
さ
ん
に
お
礼

を
云
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
今
回
の
文
中
に
於
い
て
「
在
日
」
を
云
々
す
る
言
辞
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
卒
業
六
十
周
年
傘
寿
記
念
文
集
を
読
ま

せ
て
頂
い
た
と
き
、
戦
争
体
験
談
の
多
く
に
に
海
外
か
ら
の
引
揚

者
が
お
ら
れ
て
、
少
し
驚
い
た
こ
と
か
ら
で
す
。
わ
た
し
と
は
真

逆
の
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
編
集

の
伊
藤
君
に
も
お
礼
で
す
。 

  
<

８
・
１
５>

直
後
の
し
ば
ら
く
は
、
我
が
家
は
さ
ほ
ど
で
も
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
周
り
の
親
戚
中
、
い
つ
帰
る
、
船
は
都
合
つ

く
・
つ
か
な
い…

で
喧
し
い
ほ
ど
で
し
た
。
が
、
そ
の
喧
噪
も
い

つ
か
消
え
、
振
り
返
れ
ば
す
ぐ
朝
鮮
戦
争
前
夜
で
し
た
。
そ
し
て
、

時
間
が
た
っ
て
、
新
潟
か
ら
北
朝
鮮
・
帰
還
で
す
。
そ
し
て…

…

…

。 

 

六
八
期
の
友
人
た
ち
と
再
会
し
、
個
人
的
に
も
過
去
の
可
能
性

が
閃
い
て
反
復
す
る
。
嬉
し
い
限
り
で
す
。
あ
り
が
と
う…

で
す
。 

ポーランド映画、アンジェイ・ワイダ監督と康  

「Co2シネアストオーガニゼーション・大阪」5年

目ワルシャワで開催された。OSCARIADA2007 に Co2

作品を紹介。その際、ワルシャワ国立撮影所にワイ

ダ監督を表敬訪問した． 


